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施設の取り組みについて
郷土料理を通して
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施設紹介

法人名称：社会福祉法人 とりかい

所在地：福岡市城南区鳥飼6-2-16

開設年月日：平成11年5月28日
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施設紹介

基本理念

1. 安心の提供

深く心を通わせ、穏やかで安心な日々を提供します

2. 個人の尊重
人にはそれぞれの歩いてきた⻑い歴史と個性があります。

その人の歩みに寄り添って歩きます。

3. 快適な環境

衛生的で心地よく、安全な環境を整えます。

4. 地域の人々との交流を密にします
お年寄り、⼦供たちが⾏き交う開かれた施設づくりを

目指します。
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施設紹介
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施設紹介
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施設紹介

社会福祉法人とりかい

特別養護老人ホーム飛鳥

（定員50名）

ショートステイ飛鳥

（定員20名）

デイサービスセンター飛鳥

（定員10名）

ケアハウスしらさぎ

（定員20名）

飛鳥ケアプランサービス
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運営方法・人員数

 給食業務委託

委託内容：調理業務

食数管理業務

食材発注・在庫管理業務

検収業務

 施設：１名

管理栄養⼠ １名

 委託会社：10名

管理栄養⼠ 2名 栄養⼠ 1名

調理師 1名 調理員 2名

調理補助 4名
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導入の経緯

 食事がマンネリ化しており変化をつけたい。

 ケアハウスの喫食量が低下していた。

 委託先より⾏事食への取り組みの提案が
あった。
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導入の背景
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計画の位置づけ
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基本理念・基本目標
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福岡市における食育の現状

⾏事食や郷土料理を作ったり食べたりしている人の割合

全体の約６割
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今回の取り組みの目的

 郷土料理や駅弁を提供し、食事の時間を

楽しんでいただきながら、各地域の食文

化に対する理解を深める。

 ⾏事食を提供することで、喫食率の向上

を図り、ご利⽤者の健康維持に努める。
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具体的な内容

＜駅弁＞

対象者 ケアハウスしらさぎ 20名

実施回数 年間4回 昼食に提供

実施内容 ・委託先の調理インストラクターに献⽴の相談・確認

・事前にポスターを掲⽰し、ご利⽤者への案内

・旅⾏気分を味わっていただくために、その地域の

観光名所等を掲載したパンフレットを作成し駅弁と

一緒に配布

・弁当の掛け紙や箸袋の作成
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駅弁 献⽴例①

⿅児島県 出水駅「えびめし弁当」
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駅弁 献⽴例②

新潟県 ⻑岡駅「いか豊穣めし弁当」
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駅弁 献⽴例③

高知県 高知駅「かつおのたたき弁当」
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駅弁 資料

事前に掲⽰する
ポスター
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駅弁 資料

観光名所等を掲載したパンフレット
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具体的な取り組み内容

＜郷土料理＞

対象者 特別養護⽼人ホーム飛鳥 50名

ショートステイ飛鳥 20名

デイサービス飛鳥 10名

ケアハウスしらさぎ 20名

実施回数 年間6回 昼食に提供

実施内容 ・委託先の栄養⼠、調理スタッフに献⽴の相談・確認

・事前にパンフレットを作成し、ご利⽤者への案内

・食事と一緒に卓上カードを配布
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郷土料理 献⽴例①

福岡県の郷土料理「がめ煮・おきゅうと」
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郷土料理 献⽴例②

愛知県の郷土料理「味噌カツ」
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郷土料理 献⽴例③

⻑崎県の郷土料理「トルコライス」
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郷土料理 資料

事前に掲⽰する
パンフレット
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その他の取り組み

ケアハウス 天ぷらバイキング
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その他の取り組み

ケアハウス にぎり寿司バイキング
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その他の取り組み

デイサービス 梅干し作り
27



その他の取り組み

デイサービス 喫茶店 28



その他の取り組み

デイサービス おはぎ作り 29



取り組みの効果

 毎年実施している嗜好調査結果では「駅弁や

郷土料理を楽しみにしている」と評価は高く、

ご利⽤者の満⾜度は向上している。

 ご利⽤者からは「昔、旅⾏に⾏ったことを思

い出した」「地元の料理が懐かしい」と会話

が弾み喜んでいただけた。

 日頃、少食の方でも、⾏事食の日は喫食率が

高かった。
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今後の課題

 嚥下障害を有するご利⽤者が多いため、ソフ

ト食等への展開が今後必要。

 日頃使⽤しない食材調達が困難な時もあった。

 駅弁は品数が多く、料理や盛り付けに⼿間が

かかるため、調理スタッフの負担増となる。
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最近の取り組み
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まとめ

 その土地ならではの料理を提供することで、その

地域の食文化に触れるよい機会となった。

 今後も定期的に、⾏事食や郷土料理を取り入れ、

食を通じて会話や笑顔が増えるような機会を提供

していきたい。

 第３次福岡市食育推進計画における「給食等での

⾏事食や郷土料理の提供」という取り組みを通じ、

ご利⽤者の健康維持に努めていきたい。
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社会福祉法人 とりかい

http://www.torikai.org

ご清聴ありがとうございました
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